







一巻一枚 天平勝宝八年(七五六) 寺牒国判 ( 1 ) 
一巻三枚承和七年(八四0) 国司免判 ( 2 ) 
一巻二枚 承和一二年(八四五) 被妨取圃寺帳 …( 3 ) 
一巻九枚無年号 国図坪付 ( 4 ) 
一巻二枚嘉祥三年(八五0) 庄家坪付 ( 5 ) 
一巻二枚天元二年(九七九) 庄官坪付 ( 6 ) 
一巻一枚寛和三年(九八七) 寺家下文 ( 7 ) 
ー帖 天平宝字二年(七五八) 帯絵図 ( 8 ) 












3、「古代の大河川下流域における開発と交易の進展 阿波国新島庄をめぐって J (r徳島大学総合科学部紀要第二巻
(人文・芸術研究編)J (一九八九)所収)
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一町百八十歩 勘加地子 … 1 
三段二百八十歩 方付指換井増地子 …2 
二段二十歩 本自常荒、今勘見熟 … 3 






















































































地区の「庄長」として「家部財麻目」があらわれていることについてである 26 0 








された 28 0 つまりこの史料は使われたとしても、律令制の衰退にともなう地方政治の乱れを具体的
に示すものとして取り上げられるだけであった。しかし、第二次大戦後の研究により、一見でたらめ

































































































































世界にまでのびていくような開発活動の活発化に対応してなされているものなのである 39 0 そして
このような農民開発の進展に対応した王臣家・寺社の占点地確保の動きはたんに新規に占点地を確保
するということにとどまらないのであり、八世紀中期に成立していた占点地(庄園)についてのあら
ためての把握強化ということに及んでいった口東大寺が阿波の新島圧をふくめ中・四国地域を中心に
庄園回復運動を承和年間に展開しているのはそれをしめしている。
その際見ておきたいのが、新島庄が位置しているのは阿波の平野の世界の最周辺部であり、庄域が
八世紀後半から九世紀にかけての阿波の平野の農民諸層にとっての耕地開発活動の最先端の部分に
なっていたことである。また、高庭庄の場合も鳥取平野の外縁部に所在し、新島庄が置かれている
37、 「日本三代実録」貞観二年三月二日条
38、日泰元年(八九八)七月一七日太政官符「応省名東郡主帳→員買名西郡事J (r新訂増補国史大系類衆三代格」三
五ー頁)
39、八世紀前半における大規模占点の展開については、石母田正「古代の転換期としての卜世紀J (r古代末期政治史
序説』、一九五六年、所収)、拙稿「延喜庄園整理令と初期庄同J (r史林」六一一二号、一九七八年)などを参照。
24 ~ 
低福地開発の進展と庄園返還運動(丸山)
のと同様な場に位置する。これらのことは東大寺は畿内山間部において農民開発の場を上から囲い込
む形で新規の大規模土地占点を進めようとしているのと同様に、それまで存続してきている占点地の
再把握の運動も九世紀中期において農民開発の活動が活発におこなわれている平野の世界の外縁部に
設定されている占点地に対象をしぼってなされていることをしめすのではないか。回復運動の対象に
なっている吉野川下流域低湿地帯の最奥部に位置する新島庄はその典型であるといってよい。
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